
【技術分野】                           稲敷市技術・家庭科研究部 
題 材 名 身の回りを整理する製品をつくろう「製品の設計」 

内容・項目 
A（３） 
ア「使用目的や使用条件に即した機能と構造について考えること」 

指導時間 １０時間扱い 
題材のねらい 
（題材の特徴） 

じょうぶな製品にするにはどのような構造にすることが適切かを，実験を通して理

解することができる。 

学習の流れ 
（展開の工夫） 

 
時間 指導項目 主な指導内容 
５分 

 
５分 

 
 

１５分 
 
 
 
 
 
 
 

５分 
 

１５分 
 
 
 
 
 
 
 
 

５分 

１ 本時の課題を確認する。 
 
２ 実験の方法を知り，実験材と

補強材をどのように組み合わ

せたらじょうぶな構造になる

かを予想する。 
 
３ じょうぶな構造を見つける

ために，実験材を使って実験を

する。 
じょうぶな構造

の例 
じょうぶでない

構造の例 
 
 
 

 
 

 
４ 実験の結果をふまえ，どのよ

うに補強材を付けたら構造が

じょうぶになるかをまとめる。 
 
５ 発展課題（補強材の幅を広く

し，片側で２箇所固定できるよ

うにしたもの）を見て，どの部

分に三角形の構造が隠れてい

るのかを探す。 
 
 
 
 
 
 
 
６ 本時のまとめを行う。 
 

●製品の模型を提示

し，じょうぶでない

構造をどのようにし

たらじょうぶになる

かについて本時の意

欲付けを図った後，

課題を確認する。 
●グループになり，実

験材を使ってじょう

ぶな構造にするには

どうしたらいいかを

協力して見つけてい

くことを伝える。 
じょうぶな構造 
…四角形の実験材が変

形しない。 
じょうぶでない構造 
…四角形の実験材が変

形する。 
●幅の広い補強材は，

１箇所の固定をはず

してもじょうぶな構

造のままであること

を確認させ，残りの

３箇所の固定で三角

構造が生まれている

ことに気づかせる。 
●団席や東京タワーの

例を出し，三角形の

構造が、自分たちの

作品のどこで利用で

きるのかを知ること

で，今後の製作に活

かせるようにする。  

準備・材料等 
製品の模型，ワークシート， 
構造の実験道具（実験材，補強材，ボルト・ナット） 

  
 


